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XS汕iW 老 し

クリア芯7厳・季口 ，

アサヒスーバ ード５イ
アサヒヒ司し株式合社ビール は20 歳 になってから。

生

こ ユ ー
ス

´　　　/　　/　　　　　　/　///

‐

－

‐女:
The  Women's News, Japan

…．二四 谷` 以言'毋)･説了'説卜 記卜言七,h5･｡..
, ■■,･･･ l 丶`` ･`` ｢冫` ･`冫､`♂､｣｣ ･丶丶♂､･､♂､y.I♂6,｢丶丶♂` ･丶丶♂`丶･･6丶･･y丶･x･Q丶冫.､/1Q ｀.`I冫‘し

上 二 回
゜llj° ゚ ,il=:|゜111･ﾐ;,ﾐ1 :,l UI =11ﾐllll,lj,

日=I U､ ゜ill]､illll,UJ,|

丱'
ヽﾐ､｡l,，

｡｡･=･､This
 paper

薗
照 男is  to  promo 誓 言

卜 弐i ＆ 祕 ≒il 泌 言equality 席 泄 鯵 轍 言

｡｡｡ ……ZI ………， 、…………I …… … …

愕

……,…………,-

潔｡｡｡

＿｡,,｡I..｡｡ ………,
……，不 遜e

 point  of
 view

丿of
 women. 聯 奏

二… ………II‘゛
｀:po

言 言 圭 三 莅
百 了

韭 言 言 韭 ゛`゛゙`

‘･`‘゛'‘ 尚゙ 言言 説千 百万宍戸………゚言 言 ぶが･''゛

本 紙 は 女 性 の 視 点 で 平 和 と 平 等 を 推 進 し ま す
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女性８団体による緊急集会から

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
反
対
を

有
事
法
制
関

連
３
法

案
は

与
党
３
党
と
民

主
党
の

間
で

1
3日
修
正
合
意

が
成
立
、
今

国
会
で

成
立
の
見
通
し
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
穏
日

、
国
会

前
で

は
市
民
だ
も
の
反
対
の

あ き ら め ず 最 後 ま で 反 対 し よ う と 話 しあ わ れ た

集
ま
り

や
、
座
０

込
み

が
続

い
て
い

た
。
衆
院
第
２

議
員

会
館
で

は
、Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
、
キ
リ

ス
ト

教
矯
風
会
、
ふ
ぇ
み
ん

な
ど
女
性
８

団
体
に
よ
る
緊

急
集
会
〈

女
だ
も
の
声

玉

ン
ト

に

有
事

法
制

は

必
要
」

な
の
？

〉
が
開
か
九
、
工
５

０
人
の

参
加
者
で
会
議

室
は

超
満

員
。
民
主
党
か
ら
た
だ

一
人

顔
を
出
し
七
生
方
幸
夫

衆
議
が
、
い

ま
与
党
と
民
主

レ新しい平和運動
ヘの第１歩に！

］

党
で

協
議
中
で

、
夕
方
に
は

小

泉
首
相
七
菅
代
表
作
党
首

平和とメディアを考えるシンポジウム

会
談

卆
匸

、
合
意
の
工

言

】

報
告

す
る

と
、
参
加
者
か
ら

驚
き
の
圉

仁
７
１

イ
ン
ク

が

啓

旨

だ

。

集

会
で

渡
辺
冶
さ
ん

二

橋
大

教
授
）
は
「
日
本

が
攻

め
ら

九
把

と
し
て

も
こ
ん
な

法
は
必
要

な
卜
。
ア

メ
リ
カ

四
世

界
戦
略
の
要

請
で

あ
０

周
辺

事
態

法
の
弱
点
を
カ

バ

上

り
る

た

め

の

も

の
で

あ

る

。
米
軍
の
欲
し

が
二

Ｌ
卜

る
の

は
口

本
の
も
つ

補
紿
能

力

、
修
理
能
力
。
そ
の
た
め

に
地

方
自
冶
体
や
民
間
に
卜

や
と

言
わ
せ

ぬ
協
力
、
動
員

体
制
」
と

卜
う
。
民
生
党
は

基
本
的
人

権
な
ど
人
き
な
修

正

を
し
た

と
卜
う
か
、

鯔

急
事
態
と
し
匸

武
力
攻
撃
も５ 日 間 も つ づ け ら れ たみ 。も の 座 りこ国 会 前 で 女 だ

テ
ロ
も

白
然
災
富
も
卜
っ
し

タ

ヰ

已

し
た

圭
女
ニ

ノ
ノ

リ

カ
①
戦
争
四

協
犬
七
卜

う

敲
六

郷
言
イ

ン
ド
菷
价

止
し

匸

卜
な
匸

と

修
半

庖

っ

匸

卜
な
卜
と
批
川

。

修
失
言

と
卜
う
状
言
ソ

宣

上

士

だ
参
院
も
あ
る
、

毆

後

ま

匸

あ

寸

り
め

な

卜

匸

。
付

帯
決
議
を
た

く
さ
ん

つ
け
さ
せ
る
こ
と

は
匸

夾
几

し
か

。
周
辺

事
態
よ
は
付
帯

決

議
で
発
動
し
匸

く
く
な

つ

匸

卜
る

。
野

党
議
囗
は
が
八

ば

言

言

し

卜

」「
ソ

ス

ー一
ミ

論
調

が
お
か
し

く
な
っ
て

卜

る

。
し
か
し

崔
卜
匸

ば
か
り

卜
な
匚

こ
お
か
し

卜
と

き
は

批
判
や
抗

議
を
圉

そ
う
」
と

積

極
的
な

意
見

が
出
言

拉
致

問
題

が
有
派
勢
力
七

一
体
匸
な
０

、
危
機
感
を
あ

お

っ
て

卜
る
状
況

が
卜
わ
九

と
か

、
渡
辺

さ
ん
は

言

法

を
生
か

す
新
し

卜
提
案
が
匸

き
な

卜
か

と

卜
う
。
「
北

朝

鮮
は
９

月
の

金
・
小
泉
会

談
で

、
テ

ロ

金

致
」
余

審

舳
に
つ
い
て
は

不
十
分
な
が

ら
謝

っ
た
の

だ
。
二
九
を
十

六

に
、
東
ア

ジ
ア

昌
平
和
地

帯
を
つ

く
０

孩
使
用

禁
止
協

定

を
つ
く

九
な
卜
か
」
仁

。集

会
を
し

、
嘆
き

あ
う
だ
け
で

な
く
、
新
し
い

平
和
運
動
の

第

一
歩
匚
し
よ

う
」
と
話
し

合

っ
た
。

Ｘ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ

四

三

甲

＝☆

ア

ヨ
ス

言
言

匸

雇
回
二
卜

言

言

ヤ

ス

ソ

あ

げ

犬

辷

▼

Ｇ
年

千

白

土

｝

仁

定
時
⑤
偸

仁

足

祐
（

回

ケ

し
て

卜
る

と
匸

ノ
少
女
Ｔ

七
人
か

つ
庄

子

回
心
八

文
化
言

ご
社

づ

門
回

崕

Ｏ

細
人
七

覬
示
子

口

二

厂
弓

廿
八
尭

匸
毋
し

卜
七
卜

つ
。
そ
し
て

日
分

窓

仲

川
一
性
千

貫
ソ
ゾ

、子

役

は
卜
や
か
る
か
払
し
九
心

卜

か
、
七
し

つ
四

余
ノ
ノ

勹

し
た
▼
私
は
そ
の
二
ろ
二

万

障
害
の
こ
と
を
あ
ま
り
几

心

な
か

口

心
が
、
Ａ
亡
八
七
会

⊇

毋

る
と
、
ど

う
見
匸

払

少
女
气

戸
籍

が
禺
性
匸

な

⊇

匸

る
方
万
不

思
議
二
回

元

仁
▼
学
校
は
膕

つ
か
二

嫌

か
っ
仁

Ｔ
さ
ん

①
二
七

を

廿
臨
門

痼

う

れ
る
四

足

遐

匸

卜
る
よ

う
二

元
元
仁
　

”

尹

ワ

ヘ
廿
七
奮
四
恰
好

を

し
、
し
か
气

や
る
気
満
々

匸

活
発
な
Ｔ
さ
ん
は
教

顫
た

ち
の

俚
解
の
竍
口

あ
る
よ

う

だ
っ
た
▼
Ｔ

さ
Ａ

は
親
七

男

①
于

づ
し
く
と
育
二

う
肌
努

力
し
た
あ

げ
く

、

功

打
へ

閉
じ
二
も
じ
を
経
験

、
女
七

し
て

生
き
司
卜
く
こ
と

を
決

心
。
し

か
し
、
す
順

司
は
受

け
い
九
ら
壮
ず
、

高
校
司
も

苦
労
し
て

い
る
よ

う
だ

っ
た

▼

将
来
、
記
港
口
な
０

だ

卜

と
卜
う
Ａ
さ
ん
に

、
文
章
力

も
企
画
力
も
あ
０

、
き
っ
と

ト
ト
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
こ

な

れ
る
よ
、
と
励
ま
し
た

。
し

か
し
、
そ
の
困
難

を
尽

つ
と

適
当
に
甘
し

言
葉
を
吐
卜
匸

卜
る
よ

う
司
忸
怩
た
る
思

卜

が
し
た
▼

私
の
予
想
よ
り
は

る
か
に
早
く
社
会
は
進
ん
司

卜
る
。
発
行
す
る
文
書
な

ど

に
性
別
を
卜
九
な

卜
自
治

体

等
も
あ
ら
わ
れ
、
性
同
一

障

害
の
区
議
も
誕
生
し
た

。
そ

し
て

こ
の
番
組
、
世
の
中
は

変
わ
る
の
だ
。

５
０

∧
。
「
ブ
ル
カ
ノ
女

」
に

よ
る
テ

囗
の
疑
卜
の
可
能
性
。

チ

ェ
チ

ェ
ン
（
ロ
シ
ア

ブ
こ
も

自
爆
テ

囗
が
発
氛

テ
ロ
撲
滅

は
至
難
。

・

有
事
３
法
案
衆
院
通
過

有
当
法
制
Ｓ

法
案
弌

膵
党

員

こ
と
民
匸
党
と
て
修
火

口
心

万

腦
三

白
出
立
ち
贊
膜
し
、

９

剖
賛
成
匸
卜
囗
衆
院
通
道
、

・

青
森
知
事
が
辞
表

七
夕

①
フ
、
不
倫
か
罰
刊
訪

に
報
道
さ
九
仁
へ
牡
丿
剄
百
森

県
刧
当
は
、
冂
囗
幌

年
六

地
方
浪
四
仁
見
付

大

七

⊃

乂

剔
澎
崕
か

多
数
を
占
め
Ｉ仁
こ

め
。

「
テ

ロ

ー
イ
ラ

ク
・
有
事
法
制
と
言

論
表
現
の

自
由
」
と
題
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

が

1
0日

東
京
・
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
で

開
催

さ
れ
た
（

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
エ
０

０
余

名
の
よ

び
か
け
に
よ

る
）
示

民
４
０

０
人

が
集
い

、
平
和

と
メ

デ

了
ア

の
問
題
を
考
え
た

。

集
会
呼
び
か
け
人
を
代
表

し
て

原
寿
雄
さ
ん
（
共
同
通

言

九
編
集
主
幹
）
は
、
現
在

の

状
況
に
つ

い
て

「
さ
圭

ざ

ま
な
匸
と

が
一

挙
に
押
し

寄

せ
て
い
る

が
、
明

白
に

一
つ

の

狙

い

が

見

え

る
。
Λ
市

民

派
▽
と

Λ
国

家
・
国

民
きくちさんはインターネットの写真を見せながらアメリカの
イラク戦争報道を語った

派
▽
に

分

か

れ
、
ど

ち

ら

を
選
ぶ

べ
き
か

聞
か

れ
て
い

る
」
と
問
題
提

起
。

ニ
ュ

ー
ス
キ

ャ
ス

タ
ー
の

筑

紫

哲

也

さ

ん

が

茎

調

講

演
。

「
戦
争

が
始
圭

っ
た

ら

最

初

に

敗

北

す

る

の

は

真

実
」
と
い

う
言
葉

を
ひ

き
。

「
戦
争
自
体
を
阻
止

す
る

の

が
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム
の

仕

事
」
と
訴
え
た

。

シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
で
は

、
き

く
ち
㈲
み

さ
ん
（
「
グ
ロ
ー
バ

ル

ー
ピ
ー
ス

ー
キ

ャ
ン

ペ
ー

∠

発
起
人
」
は

、
今
年
工

月
か
ら
３
月
ま
で
ア
メ
リ

カ

に
滞
在

、
目
の

当
た
り
に

見

た
ア
メ
リ

カ
の
メ

デ
ィ
ア

の

状
況
に
つ
い
て

「
イ
ラ

ク
の

戦
争
の
民

衆
の

被
害
は
全
く

報
道
さ
れ

ず
、
戦
争
賛
成
の

集
会

ば
か
り
テ
レ

ビ
で

繰
り

返
し
報

道
さ
れ
た

。
ア

メ
リ

カ
の
メ

デ

。
ア
の

変
質
に
怒

り

を
感
じ

九
卜

そ
し
て

囗
本

に
帰
る
と

、
タ
マ

ち
ゃ
ん
と

白

装
束

報
道
ば
か
り
の

メ
デ

ィ
ア
に

呆
れ
て
し

ま
っ
た
。

フ

ラ

ク
報
道
は
は
い

圭
復

興

ぽ
か
り
い
か

れ
る
が
、
復

興

し

て

も

命

は

か

え

ら

な

い
」
と
い

う
。

渡
辺
冶

さ
ん

匸
’
橋
人
教

授
）
は
「

グ
ロ

ー
バ
ル
化
か

冷
戦
終
結
後
の
世
界
の
秩
序

と
な
っ
た
。
そ
れ
に
異

を
唱

え

る
国
を
先
制
攻
撃
し
よ

う

こ

い
つ

ブ
ヨ
シ
ュ
路
線
と

、

そ
れ
ら
の
国
を
封
じ
込
め
市

真実が最初に敗北する
戦争阻止がジャーナリズムの仕事

場
に
吸
収
し
よ

う
と
い

う
路

線
が
あ
り

、
米
に
反

発
し
た

仏
、
独

、
露

、
中
国

な
ど
も

グ
ロ

ー
バ
リ
ヤ

ー
シ
ョ
ン
を

認
め
、
そ
の
中
の

穏
健
派
で

あ
る
。

本
気
で

第
３
の

道
を

考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
い

う
。

姜

尚

中

さ

ん

貧

大

教

授
）
は

プ

ラ

グ
戦
争
は

、

ア
メ
リ

カ
こ

そ
岨

昴
と
い

う

考
え
で

、
本
国

が
世
界

を
支

え
て

き
た
秩
序
を
匸
わ
し
た

Λ
帝

国
▽
の

戦

争
」
と

い

う
。

「
だ
が
、

グ
ロ

ー
バ
ル

化
し

た
世
界
だ
か
ら
こ
そ
世

界
的
な
反
戦
行
動

が
起
こ

っ

た
」

と
。
圭
だ
拉
致
問
題
報

道
に
ふ

れ

「
北
朝
鮮

バ
ッ
シ

ン

グ
を
し
な
い
と
大
に
非

ず

と
い

う
風
潮
だ

が
、
日

本
と

北
朝
鮮
の
間
に
国
交

が
な
い

こ

と

が

脅

威
と

な

っ
て

い

る
」
と
国
交
を
結

び
な

が
ら

真
相
解
明
す

べ
き
と
発
言

。

田
島
泰
彦
さ
ん
（
上

智
大

教
授
）
は
、

「
あ
ま
り
に
も

戦
況
報
道
に
偏
り

、
大

事
な

こ
と
が
報
道
さ
れ
な
い

。
個

人
情
報
法
案
な
ど
新
聞
は

自

分
た
ち
は
規
制

さ
九

な
い
と

刧
ら
ん
顔
だ
。
そ
の
中
で
週

刊
誌
が
特
集
号

を
出

す
な
ど

が
ん
ば

っ
て
い
る
」
と

根
源

的
な
、
な

ぜ
と
い

う
問
い
か

け
を
忘
れ
た
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ズ

ム
を
批
判
し
た

。

「
く

た

び

れ

て

く

る

と

ｙ

ン

を
求
め
る

。
力
の
こ

延
で

ダ
メ
ー

ジ
を
受
け

る
の

は
若
い
人
巧
」（

姜
）
と

現
在

の
状
況
へ
の
憂

慮
の

言
葉
も

出
た
。

ＮＧＯが現状報告

女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
関
す
る

日
本
政
府
報
告
審
議
に
む
け
て

議員･政府と三者意見交換

！２
日

、
衆
参
女
性
議
員
懇

談
会
（
通
称
・
攵
議
懇
）
が

開
い
た

、
女
性
差
別
撤
廃
条

約
に

関
す
る
日

本
政
府
報
告

審
議
に

向
け
て

の
、
議
員
、

政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
一
、
者
意
見
交

換
会
で

、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

側
と
し
て

発
言
し

た
日

本
女
性
差
別
撤

廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ

四
ト
ワ

ー

ク
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ

／
山
下
泰
子

代
表
世
話
人
）
は
、
政
府
レ

ポ
ー
ト

に
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
意
見
を

ち
っ
と
反
映
す
る
よ

う
、
要

請
。
政
府
側
は
、
即
答
は
し

な
か
っ
た
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
質

問
事
項
匸
つ
卜
匸
本
省
に
持

ち
か
え
り
、
検
討
。
女
議
懇

も
、

ペ
ー
パ
ー
で
５

月
2
0口

恚

匸
に
、
回
答
を
す
る
よ

う

省
庁

宛
、
質

問
項
目
を
送
付

す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

政

府

側

か

ら

は
６

省

庁

（
内
閣
气

警
察
庁
、
法
務

省

、
外

務

省
、
文

部

科

学

省

、
厚

生

労

働

省

）
、
議

員

は

、
本
人

、
代
理
人
を
含
め

2
4人

、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

、
3
0人

が
出

席
し
行

わ
れ
た
。
Ｄ

Ｖ
関
係

で

、
公
的
シ
ェ
ル

タ
ー
の
運

用
面
で

、
身
体
的
に
障
害
の

あ
る
女

性
に

は
、
使
い
に
く

い
の
で
は

な
い
の

か
、
の
質

問
に

、
网

察
庁
が
「
新
し
い

視
点
な
の
で

、
担
当
部
局
匚

持
ち

か
え

り
た
い
」
と
、
答

え
る
場
面

も
。
山
下
（

国
際

女

性
の

地

位

協

会
）
さ

ん

は

、
「
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ

（
女
性

差
別

撤
廃
委
員
会
）
で

、
委

員
は

、
政
府
の
レ

ポ
ー
ト
で

は

な
く
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
意
見
を

ど
の
よ

う
に
反
映
し
て

い
る

の
か

聞
い
て

く
る
。
社
会
は

官
民
一
体
で

変
え
る
も
の
」

と

、
政
府
の
一
方
的
な
報
告

で
は

な
く
、
Ｘ
Ｇ
Ｏ

の
意
見

を
加

味
す
る
よ

う
求
め
た
。

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
で

の
日
本
レ

示
１

卜
審
議
は
、
７

月
８

日

ご
ろ

、
行
わ
れ
る
予
定
。

７

周

年

記

念

講

演

会

へ

世
界
女
性
会
議
岡
山
連
絡
会

会
は

設
立
７

周
年
記

念
と
し

て

、
５

月
計
日

玉

）
旧

時

韭
分

か
ら
、
岡
山
県
男
女

共

同

参
画

推
進
セ
ン
タ

ー

丹

イ
ズ
ヤ
ン

ク
士

で

、
『
韭

世
界
女
性
会
議
岡
山
連
言

撤
廃
条
約
に
関
す
る
講
演
会

は
設
立
７
周
年
記
念
と
し

二

半

和
昌
く
し
匸

平
等
な

依
頼
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
气

再
度
、
一
界
女
性
の
憲
法
』
女
性
差
別

し

、
平
等
な
く
し
匸

平
和
な

し

」
を
開
催
す
る
。

赤
松
良
子
さ
ん
（
国
際
女

性
の
地
位
協
会
会
長
　

元
・

文

相
）
の

基

調

講

演

に

続

弌

山
下

泰
子

さ
ん
（
呈

示

学
院
大

学
教
授
）
、
矢
沢

澄
子

さ
ん
（
東

京
女
子

大
教
言

、

浅
倉
廿
つ
子

さ
ん
（
都
立
大

学
教
授
）
ヤ

バ
ネ
ル

デ
ｙ
ゾ

カ

ノ

ヱ
ヨ
ン

方
式
で

語
り

合

う
。

ご
と
し
６

月
、
国
連
女

性
差
別
撤
廃
委

委
具

号

は

囗

本

政

府

の

報

告
（
第
迂

回

、
５
回

）
の

審
議
を
お
二

な

う
。
日

本
で
は

女
性
差
別

撤
廃
条
約
の

意
義
が
市

民
七

十
分
浸
透
し
て
い

る
だ
ろ
う

か
？
資
料
代
1
0
0
0

円
。

問
い

合
わ
仕
乱

心
界
女
性

会
議
岡
山

連
絡
Ｉ
苔

ぷ

似
０

８
６

・
９
４
３

・
１
３
工
８

ニ
ュ
ー
ス

／
｀
り
つ
ぷ

・

中

学
生
も
１

票

長

野
県
平

谷

村
で

、
合

併
の

汪
民

投
票
に

中

学
生
か

参

加
。

全
国
で

初

め
て

。

・

世
界

母
親

指
標
日

本
2
0
位

国

際

援
助
団

体

「
七
厂
フ

・

サ

ー
チ
ル

ド
レ

ン
」
の
へ

毋
親

指

数
２
０
０

旦

」
。
ほ

親
に

と
っ

匸

良
卜
国

は
ス

ウ

エ
上

士

ノ
な

ど
北

欧

。
深
刻

な
の

は
廿

言
フ

以
圉

の
ア
フ

リ

カ
諸

国

匸
口

本

啓

上
２

２

力
田

中
回

心
、

先
進

出
で

は
蛩

低

言

フ
ス

、

・

サ

ウ
ジ
首

都
で

連
続
テ

ロ

サ

ウ

ジ
ア

ラ

ビ
ア
の

首

都
リ

ヤ

ド
で

ご
囗
連

続

丿
仟
の

爆
発

小

作

万
北
匸
2
0
人
∠

に
似

付
１
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統

一
地
方
選
が
終
わ
っ
た
。
女
陛
の
活
動
は
目
覚
ま
し

か
っ
た
が
、
そ
の

一
方
、

「女
駐
な
ら
誰
で
も
言
い
の

か
」
な
ど
、
手
放
し
で
喜
べ
な
い
問
題
も
頭
を
も
た
げ
て

き
て
き
た
。
次
の
選
挙
に
向
け
、
女
駐
議
員
を
増
や
す
こ

と
の
意
味
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
と
、
直
接
選

挙
に
挑
ん
だ
人
、
女
駐
議
員
を
増
や
す
運
動
を
続
け
て
き

た
人
た
ち
4
人
に
、
選
挙
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。
女

性
議
員
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し
、
全
国
運
動
を
展
開
し

て
い
る

「03
女
性
と
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
事
務
局
の
名

取
美
佐
子
さ
ん
。

「女
駐
議
員
を
ふ
や
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

『し
な
の
』」を
立
ち
上
げ
て
10
年
。
今
回
、
会
員
か
ら
5

名
県
議
、
市
町
村
議
46
名
当
選
と
い
う
決
挙
を
成
し
遂
げ

た
会
長
の
樽
川
通
子
さ
ん
。
目
に
見
え
な
い
圧
力
に
よ
っ

て
、
無
投
票
選
挙
が
続
い
て
い
た
市
長
選
に

一
石
を
投
じ

た
直
方
の
中
村
幸
代
さ
ん
。
全
国
か
ら

「女
性
ゼ
ロ
県
議

会
を
な
く
せ
ー
」
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
続
け
ら
れ
、

一
挙
3
議
席
を
獲
得
し
た
広
島
か
ら
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

行
委
員

・
神
永
れ
い
子
さ
ん
が
報
告
。

女
性

セ

ロ
議

会

を
な
く

し

50
%

め

さ
す

に

は

灘

襯
難
灘
艦
懸

§
繋
懸
瀬
,懸

女
性
は
、
立
候
補
者
、
当

選
者
と
も
に
過
去
最
多
記
録

を
塗
り
替
え
た
。
知
事
選
に

は
8
人
か
挑
み
、
北
侮
道
の

高
橋
は
る
み
さ
ん
が
当
選
。

大
阪
、
熊
本
、
千
葉
に
続
い

て
4
人
目
の
知
事
に
。
道
府

県
議
に
は
3
8
3
名
が
立
候

補
し
1
6
4
名
が
当
選
。
非

改
選
を
含
め
て
1
9
1
名

(6

・
7
%
)
に
。
政
令
市

で
は
2
1
2
名
立
候
補
し
1

3
4
名
当
選
、
非
改
選
を
含

め
1
4
1
名

(
1
5

・
8

%
)
に
な
っ
た
。
後
半
の
選

挙
で
は
、
市
長
に
東
京
都
・

三
鷹
市
の
清
原
慶
子
さ
ん
と

神
奈
川
県

・
平
塚
市
の
大
蔵

律
子
さ
ん
が
当
選
。
今
回
で

引
退
す
る
芦
屋
市
の
北
村
春

江
さ
ん
を
含
め
、
女
陛
市
長

が
7
人
に
な
っ
た
。
市
区
議

で
は
、
1
7
2
0
名
の
女
陛

が
挑
戦
し
、
1
4
2
2
名
が

当
選
。
非
改
選
を
含
め
た
数

字
は
出
せ
な
か
っ
た
が
、
改

選
市
区
だ
け
で
定
数
に
占
め

る
割
合
は
12

・
8
%
と
10
%

を
超
え
た
。
町
村
の
数
字

も
、
ま
だ
把
握
で
き
て
い
な

い
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。
女

性
が

「飛
躍
的
な
伸
び
」
と

ど
の
新
聞
も
書
き
立
て
た

女性の市区議立候補者数及び当選者数と定数に占める割合
占
性
に
女
合

数
る
割

定
め
の
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7D

100

88

18

72
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117

89

161

129

225

206
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88

87
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が
、
全
体
の
女
性
が
占
め
る

%
に
も
ほ
ど
遠
い
の
か
現
状

割
合
は
50
%
ど
こ
ろ
か
、
30

だ
。

女
性

の
出
馬
が
当
た
り
前

の
社
会

に

03
女
駐
と
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

・
日
野
市
会
議
員

名
取
み
さ
子

女
陛
候
補
者
が
過
去
最
多

と
な
っ
た
今
回
の
統

一
地
方

選
。
と
り
わ
け
首
長
選
に
挑

戦
し
た
女
性
が
増
え
た
こ
と

が
特
徴
的
だ
っ
た
と
思
う
。

大
旋
風
か
起
き
た
4
年
前
に

比
べ
る
と
、
女
性
議
員
比
率

の
上
昇
は
、
1
～
2
%
程
度

2

0

0

3

年

統

一
地
方
選

妻
蚕

葦
「
護 墾塾

 

し援
跨蔭

`

だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
低
投
票

率
や
定
数
削
減
、
市
町
村
合

併
な
ど
が
影
響
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
地
域
に
よ
っ
て
温
度
差

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

全
国
的
に
見
て
、
女
性
議

員
を
増
や
す
た
め
の
市
民
運

動
や
女
陛
の
た
め
の
政
治
ス

ク
ー
ル
が
盛
ん
な
と
こ
ろ

は
、
侯
補
者
が
確
実
に
増
え

て
い
る
。
女
性
県
議
0
だ
っ

た
広
島
県
は
11
人
の
候
補
者

が
出
る
勢
い
で
、

一
気
に
3

人
当
選
し
汚
名
返
上
し
た
。

ま
た
、
長
野
県
は
17
人
出
馬

し
、
前
回
の
2
倍
の
8
人
当

選
。
静
岡
県
で
は
5
人
増
え

7
人
当
選
し
た
。
し
か
し
そ

の
一
方
、
新
た
な
女
駐
県
議

空
白
県
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ

軌＼♂

話

窃蓉 悔象 卯

樗

織 緊

騨 墾叢
糊 藝

泌謙 響

た
。
福
井
県
と
島
根
県
だ
。

ま
た
、
1
人
し
か
い
な
い
県

が
9
県
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

粘
り
強
い
候
補
者
発
掘
と
地

域
に
根
さ
し
た
活
動
を
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
元
気
な
の

は
神
奈
川
県
だ
。
県
議
選
に

49
人
の
女
陛
が
出
馬
し
、
候

補
者
全
体
の
4
分
の
ー
に
当

た
る
勢
い
だ
。
当
選
者
は
10

人
に
止
ま
っ
た
が
、
女
陛
が

出
馬
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
。
市
・
町
議
選

は
84
人
当
選
し
、
比
率
も
20

%
近
く
に
な
っ
た
。
話
題
に

な
っ
た
県
知
事
選
も
7
候
補

者
中
3
人
が
女
性
。
そ
し

て
、
平
塚
市
長
選
で
大
蔵
律

子
さ
ん
が
合
併
反
対
を
全
面

に
出
し
て
当
選
し
、
全
国
で

7
人

(芦
屋
市
長
は
6
月
で

引
退
)
の
女
駐
市
長
が
誕
生

し
た
。
ま
さ
に
女
性
パ
ワ
ー

を
見
せ
つ
け
た
。

今
回
で
2
回
目
と
な
っ
た

女
陛
と
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
ジ
ェ
ン
タ
ー
の
視
占
、を

持
っ
た
女
駐
議
員
を
増
や
そ

う
と
、
全
国
の
実
行
委
員
と

盾
報
交
換
し
な
が
ら
進
め
て

き
た
。
私
は
、
東
京
都
知
事

選
を
は
じ
め
18
の
選
挙
の
応

援
に
走
り
回
っ
た
。
東
京
と

い
っ
て
も
村
の
選
挙
を
思
わ

せ
る
千
代
田
区
。
宣
伝
力
1

に
ス
ピ
i
力
1
を
付
け
ず
、

辻
で
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
訴
え

る
東
久
留
米
市
の
侯
補
者
。

新
興
住
宅
地
か
ら
、
地
域
の

声
を
議
会
に
と
、
初
の
市
民

派
女
隆
議
員
を
送
り
出
し
た

八
王
子
市
。
4
期
目
、
5
期

目
の
ベ
テ
ラ
ン
女
陛
議
員
も

定
数
削
減
や
若
い
侯
補
者
の

出
現
に
苦
戦
し
た
。

有
権
者
は
、
旧
来
型
の
利

権
政
治
を
、
住
民
本
意
の
政

治
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
つ

ま
り
市
民
感
覚
を
持
っ
た
、

ま
じ
め
に
議
員
活
動
を
す
る

女
性
議
員
に
期
待
し
て
い
る

と
思
う
。
女
駐
議
員
ゼ
ロ
の

議
会
を
な
く
す
と
い
う
課
題

は
、
引
き
続
き
あ
き
ら
め
ず

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
必
ず

道
は
開
け
る
は
ず
。
と
に
か

く
女
駐
が
出
馬
す
る
の
が
当

た
り
前
の
社
会
を
つ
く
る
こ

と
だ
。
当
選
し
た
女
性
議
員
た
ち

に
は
、
ハ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を

跳
ね
除
け
て
、
男
女
平
等
の

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
、
そ
し
て
平
和

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら

い
た
い
。

大
成
功
!
な
の
に
不
完
全
燃
焼

荏

議
員
を
ふ
や
す
ネ
ッ
ト
7

ク

「し
な
の
」
会
長

樽

川

通
子
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03女 性 と政治キ ャノベーン。渋谷駅頭て超党派議員が 「女性議員を増やそう 「」と訴える

長
野
県
で
は
、
今
回
の
統

一
地
方
戦
の
結
果
、
県
議
会

8
名
、
市
町
村
議
会
1
0
3

名
が
誕
生
し
た
。
改
選
前
に

比
べ
る
と
、
県
議
3
名
、
市

町
村
議
47
名
が
増
え
た
。

女
駐
議
員
を
増
や
す
た
め

に
、
10
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し

た

「し
な
の
」
の
会
員
か
ら

県
議
に
9
名
立
候
補
し
、
5

名
当
選
。
確
率
は
5
割
強

だ
。
市
町
村
議
は
46
名
当
選

し
た
の
で
、

「し
な
の
」
の

会
員
が
約
半
数
を
占
め
た
こ

と
に
な
る
。

県
内
外
か
ら
、

「よ
く
や

っ
た
ー
」
や

「す
こ
い
こ
と

だ
ー
」
と
い
う
賛
辞
の
言
葉

を
数
多
く
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
を
嬉
し
く
受

け
止
め
て
い
る
も
の
の
、
何

か
心
の
深
い
と
こ
ろ
で
モ
ヤ

モ
ヤ
と
し
た
ス
ッ
キ
リ
し
な

い
も
の
が
残
っ
て
い
て
、
喜

び
が
完
全
燃
焼
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
。

「な
ぜ
か
」
と
問
わ
れ
て

も
、
明
確
に

「こ
れ
だ
」
と

一
言
で
表
現
で
き
な
い
も
ど

か
し
さ
に
、
こ
と
さ
ら
心
が

沈
み
込
む
ば
か
り
で
あ
る
。

議
会
に
女
性
の
数
を
増
や

し
た
い
、
と
い
う
熱
い
執
念

で
、
機
会
あ
る
こ
と
に
立
候

補
を
促
し
、
「要
請
」
や
「懇

願
」
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

講
じ
、

「傲
」
を
飛
ば
し
て

き
た
私
に
は
、

「立
候
補
」

を
決
意
し
て
く
れ
た
人
は
、

す

べ
て

「神
様
」
で
あ

っ

た
。そ
の
神
様
が

「誹
諦
」
「中

傷
」
に
晒
さ
れ
、
満
身
創
疲

で
孤
軍
奮
闘
と
聞
け
ば
、
そ

こ
に
駆
け
寄
り
、
手
を
さ
し

の
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
。
会
長
が
動
い
た
と
い
う

非
難
は
覚
悟
の
上
で
動
か
さ

る
を
得
な
い
程
、
痛
々
し
い

姿
か
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

「大
義
」
と
己
に
位

置
づ
け
て
火
中
の
栗
も
拾
っ

て
み
た
。
女
が
女
を
認
め
、

女
か
女
を
育
て
る
気
風
は
、

ま
だ
底
が
浅
く
、
学
習
の
場

で
見
て
き
た
姿
と
、
実
践
の

場
で
見
る
姿
の
落
差
に
、
戸

惑
う
ば
か
り
だ
っ
た
。

思
想
信
条
が
支
配
す
る
選

挙
の
現
場
で
は
、
支
持
も
支

援
も
個
人
の
自
由
で
あ
る
こ

と
は
当
然
だ
が
、
せ
め
て
、

「女
が
立
候
補
す
る
こ
と
に

邪
魔
を
し
な
い
で
」、女
の
候

補
者
を

「い
じ
め
な
い
で
」、

支
援
は
し
な
く
て
も
、

「あ

た
た
か
い
心
と
思
い
や
り
を

」
と
、
こ
の
期
に
及
ん
で

な
お
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
実
に
、
心
が
萎
え
て
し

ま
っ
た
。

長
野
県
で
は
、
今
回
も
ま

た
、
多
く
の
市
町
村
が

「無

投
票
」
に
終
わ
っ
た
。
立
侯

補
者
が
激
減
す
る
背
景
に

は
、
い
く
つ
も
の
要
素
が
存

在
す
る
が
、
最
大
の
も
の
は

重
す
き
る
本
人
の
負
担
で
は

あ
る
ま
い
か
。

決
意
す
る
ま
で
の
重
く
苦

し
い
道
の
り
、
支
持
や
協
力

を
得
る
た
め
に
費
や
す
多
量

の
エ
ネ
ル
ギ
i
、
資
金
、
家

族
へ
の
配
慮
、
重
圧
感
、
加

え
て
候
補
者
は
孤
独
で
あ

る
。支
援
の
輪
の
中
に
あ
っ
て

も
、
侯
補
者
を
そ
こ
ま
で
苦

し
め
る
の
か
と
、
思
わ
す
目

を
剥
く
場
面
に
幾
度
と
な
く

立
ち
会
っ
た
が
、
そ
の
根
底

に
あ
る
の
は
、
自
分
た
ち
の

代
表
と
し
て

「出
て
も
ら

う
」
で
は
な
く
、

「出
し
て

や
る
」
だ
。
そ
こ
に
本
質
が

あ
っ
た
の
だ
と
、
今
回
、
見

極
め
た
次
第
で
も
あ
る
。

あ
る
地
域
で
、

「陛
文

書
」
に
振
り
回
さ
れ
、
位
い

た
女
陛
が
い
た
。
し
か
し
、

自
分
が
支
え
る
侯
補
者
の
た

め
に
は
力
を
住
い
で
も
、
そ

う
し
た

「不
法
な
行
為
」
を

排
除
す
る
た
め
の
連
帯
が
、

女
性
間
に
生
ま
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

選
挙
は
人
を
変
え
る
の

か
、
人
は
選
挙
に
燃
え
過
き

る
の
か
、
選
挙
と
い
う
特
殊

な
分
野
で
は
理
性
や
知
駐
は

消
滅
す
る
の
か
、

「狂
気
」

の
世
界
を
く
く
り
抜
け
た
よ

う
な
疲
労
感
が
、
私
の
中
に

横
た
わ

っ
て
い
る
。

女性議員を増やすネ ットワーク 「しなの」の会員によるキャンベーン

縫

躍

涯

議

庭
膿

、。[ト=.一一.」扉
【邑
己=.}犀

最
終
回

女
の
地
盤
を
か
た
め
よ
う

「新
鮮
な
思
い
が
あ
る
う

ち
は
良
い
け
れ
ど
、
こ
ん
な

薄
汚
い
世
界
に
、
苦
労
し
て

し
ん
ど
い
と
思
う
と
、
力
が

な
え
る
が
、
と
に
か
く
2
期

は
、
や
れ
る
。
あ
と
は
、
そ

の
人
の
畠

管

選
し
た

ら
、
後
は
、
自
力
」「こ
の
仕

事
を
す
る
に
は
、
あ
る
程

度
、
頭
を
下
げ
る
こ
と
も
必

要
な
ん
だ
と
言
う
こ
と
も
わ

か
っ
て
い
る
け
ど
」「や
り
た

い
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
そ
の

手
段
と
し
て
頭
を
下
げ
る
な

ら
、
い
く
ら
で
も
下
げ
る
が

」
1
現
実
と
理
想
の
間
で

ゆ
れ
な
が
ら
彼
女
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
地

域
に
帰
っ
た
。
選
挙
が
待
っ

て
い
た
。◆
◇
◆

別
の
会
合
で
、
市
議
2
期

目
の
Y
さ
ん
に
会

っ
た
。
議

会
か
ら
、
女
性
を
推
し
て
欲

し
い
と
頼
ま
れ
、
市
民
運
動

の
仲
間
に
話
を
持
ち
か
け

た
。

「わ
た
し
な
ん
て
、
と

ん
で
も
な
い
」
と
彼
女
は
固

辞
。
仕
方
が
な
い
の
で
、
Y

さ
ん
が
立
候
補
し
、
当
選
し

た
。

「あ
な
た
も
、
セ
ン
セ

イ
な
ん
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
え
ら
く
な
っ
た
も

ん
ね
」
。そ
れ
が
、
固
辞
し
た

仲
間
か
ら
か
け
ら
れ
た
言
葉

だ
っ
た
。
Y
さ
ん
は
、
次
の

選
挙
に
は
出
な
い
と
言
う
。

自
分
と
同
じ
考
え
の
人
が
、

立
候
補
す
る
か
ら
だ
。
せ
っ

か
く
、
進
め
た
政
策
が
頓
挫

す
る
の
で
は
9
の
問
い
に
、

「そ
れ
で
も
い
い
の
。
も
ぐ

ら
た
た
き
じ
ゃ
な
い
け
れ

ど
、
私
が
辞
め
て
も
、
次
の

人
が
、
議
会
で
同
じ
こ
と
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
最
初
か

ら
の
取
り
組
み
か
も
知
れ
な

い
け
れ
ど
、
そ
れ
が
絶
え
間

な
く
続
け
ば
、
女
た
ち
が
取

り
上
げ
て
き
た
問
題
が
、
大

切
な
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
も

ら
え
る
」。◆◇
◆

第
15
回
統

一
地
方
選
挙
が

終
わ
っ
た
。
座
談
会
に
出
席

し
た
議
員
た
ち
か
ら
、
再

選
、
再
再
選
の
知
ら
せ
が
あ

っ
た
。
後
継
者
が
無
事
、
当

選
の
報
も
届
い
た
。
地
方
議

会
選
挙
で
女
性
が
立
候
補
す

る
こ
と
も
、
当
た
り
前
に
な

っ
た
。
女
性
候
補
を
出
す
た

め
の
ハ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
ク
ー

ル
も
盛
ん
だ
。
だ
が
、
今
回

の
選
挙
結
果
で
、
ま
ざ
ま
さ

と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
の
が

"組
織
"
の
力
だ
っ
た
。
そ

の
前
で
、
女
た
ち
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
あ
ま
り
に
も
非

力
だ
っ
た
。
女
隆
の
視
点
を

政
策
決
定
の
場
で
生
か
そ
う

と
す
る
な
ら
、女
た
ち
の
"地

盤
"
を
も
っ
と
固
め
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
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一人ひとDの 個 性が集まって素敵な会社 を作るように 東芝クループ835社

(国内535社 海外300社)は それぞれの会社の役割を十分に活かしながら

みなさまのお役に立ちたいと願っています。くらしからオフィス そして産業

社会で 映像と情報と通信が融合したマルチメディアがつくる 生き生きとした

社会をめざす私たち。その領域は 情報通信 家電 産業用システム エネルギー

機器 メディカル 半導体 新素材 音楽 映像 各種サービスなど幅広くさまざまです。

グループ18万 人の一人ひとりの思いは この美しい地球と調和しながら 安らぎ

のあるくらしを世界人々と分かちあうこと。そのために 私たちクループ各社は力

を合 わ ぜ て 豊 かな 価値 を創 造 し 新 しい 時代 を きりひらいて ゆきます。
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直
方
市
長
選
に
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岡
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方
市
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か
む
ら
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代
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3
期
12
年
の
市
議
を
最
後

に
、

「お
金
を
使
わ
な
い
で

清
潔
な
選
挙
を
」
と
市
長
選

に
挑
ん
だ
。

石
炭
6
法
に
よ
る
失
業
対

策
の
公
共
事
業
で
生
き
延
び

て
き
た
人
口
6
万
人
の
街

で
、
市
民
に
絶
大
な
信
頼
を

得
て
い
る
前
市
長
は
、
選
挙

を
せ
ず
に
3
期
目
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
た
。

「対
抗
馬

が
出
た
ら
止
め
る
」
と
常
に

潔
さ
を
見
せ
て
い
た
が
、
あ

る
若
手
議
員
が
市
長
に
立
候

補
し
た
い
と
打
診
を
す
る

と
、
早
々
に
街
の
大
物
が
や

っ
て
来
て
、

「絶
対
に
当
選

し
な
い
。
あ
ん
た
に
は
将
来

が
あ
る
、
こ
こ
で
失
敗
し
た

ら
も
っ
た
い
な
い
、
止
め
た

ほ
う
が
い
い
」
と
言
い
寄

る
。橋
や
道
路
の
整
備
や
箱
モ

ノ
行
政
に
政
治
手
腕
を
発
揮

(つ
い
で
に
私
腹
も
こ
や
し

て
い
た
の
だ
が

)。
「こ
の

地
域
に
は
、
私
ほ
ど
や
れ
る

市
長
は
い
な
い
」
と
広
言
し

て
は
ば
か
ら
な
い
。
そ
れ
を

支
持
す
る
市
民
が
圧
倒
的
多

数
で
、
他
者
は
出
馬
の
意
向

な
ど
お
く
び
に
も
出
せ
な
い

空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

こ
れ
で
い
い
の
か
。

"民

主
主
義
の
原
点
で
あ
る
選
ぶ

権
利
を
取
り
戻
し
た
い
、
間

違
い
を
正
し
、
誇
れ
る
街

を
"
と
の
思
い
で
、
私
は
立

候
補
す
る
こ
と
を
決
意
。
前

市
長
と
同
じ
日
に
出
馬
表
明

を
し
た
。

翌
朝
の
新
聞
で
、
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と
き
の
よ

う
な
反
響
が
市
内
中
に
巻
き

起
こ
っ
た
。

「今
な
ら
引
け

る
。
失
敗
に
終
わ
っ
た
ら
、

せ
っ
か
く
進
ん
で
き
た
男
女

共
同
参
画
の
実
現
に
傷
付
け

る
。
貴
女
の
責
任
は
重
い
。

負
け
て
惨
め
な
人
生
が
残
る

だ
け
」
な
ど
、
い
か
に
も
善

意
に
満
ち
た
よ
う
な
忠
告
を

し
て
く
れ
る
人
は
、
実
は
前

市
長
の
会
社
関
係
者
だ
っ
た

り
す
る
の
だ
。

業
界
く
る
み
の
男
性
社
会

の
大
波
に
、
ド
プ
ー
ン
と
飛

び
込
ん
だ
心
境
で
、

「し
っ

か
り
立
た
な
い
と
溺
れ
て
し

ま
う
」
と
、
こ
の
時
、
ド
シ

ン
と
腹
が
据
わ
る
と
い
う
、

「命
が
け
の
体
験
」
を
初
め

て
し
た
。

前
市
長
陣
営
は
も
の
す
ご

い
勢
い
で
戦
力
固
め
を
始
め

た
が
、
出
馬
表
明
か
ら
2
カ

月
後
、
贈
賄
で
逮
捕
さ
れ

た
。
か
つ
て
な
い
事
件
と
し

て
全
国
に
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

た
。

「無
風
は
タ
メ
。
今
度

は
選
べ
ま
す
」
と
、
私
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
が
出
来
、
さ
さ

や
か
な
事
務
所
開
き
を
し
た

5
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
25
人

中
16
人
の
市
議
が
獄
中
の
前

市
長
に
出
馬
要
請
を
し
た
の

だ
。

「ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で

市
の
た
め
に
し
た
こ
と
だ
か

ら
か
わ
い
そ
う
」
と
減
刑
の

嘆
願
書
が
回
り
、
6
万
都
市

で
5
万
人
も
の
署
名
が
集
ま

っ
た
。「嘆
願
書
が
回
っ
て
く
る

か
ら
中
村
さ
ん
も
署
名
を
し

な
い
と
人
間
や
無
い
ハ
イ
」

と
地
域
の
世
話
人
が
や
っ
て

来
た
の
に
は
閉
口
し
た
。

相
手
陣
営
は
、
退
任
を
し

た
前
市
長
の
政
策
を
継
続
す

る
候
補
者
と
し
て
、
助
役
を

選
ん
だ
。
助
役
は
元
県
職

員
、
義
理
の
兄
は
民
主
党
前

衆
議
院
議
員
で
自
治
労
は

即
、
支
援
体
制
を
と
り
、
全

党
相
乗
り
と
な
っ
た
。

私
の
勝
利
の
見
込
み
は
閉

さ
さ
れ
た
。

相
手
の
公
約
は
、
市
町
村

合
併
で
、

「女
で
は
A口併
は

や
れ
な
い
」
と
言
い
、
お
も

ね
る
議
員
た
ち
は

「あ
い
つ

は
議
会
を
混
ぜ
返
し
た
だ

け
」
な
ど
と
椰
楡
し
、
攻
撃

し
た
。
私
は
、
財
政
難
の
市

の
立
て
直
し
政
策
を
立
て
、

命
を
賭
け
て
や
る
こ
と
を
訴

え
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
や

事
務
所
を
訪
れ
る
人
も
徐
々

に
増
え
て
は
き
た
が
、
支
援

の
姿
は
表
に
現
わ
さ
ず
、
ひ

そ
ひ
そ
、
こ
そ
こ
そ
と
し
な

が
ら
、

「が
ん
ば
っ
て
ー
」

と
カ
ン
パ
や
差
し
入
れ
を
届

け
て
く
れ
た
。

「草
の
根
の

選
挙
と
は
こ
の
こ
と
か
」
と

思
っ
た
。
市
外
の
友
人
や
こ

の
街
を
変
え
た
い
と
願
う
市

民
に
支
え
ら
れ
、
結
果
は
投

票
率
71
%
、
投
票
行
動
を
起

こ
し
た
3
分
の
1
弱
の
市
民

の
1
票
1
票
が
集
ま
っ
た
。

土
建
行
政
の
こ
の
街
の
姿

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
今
回

の
選
挙
の
勝
利
は
、

「女
性

が
堂
々
と
戦
い
に
挑
み
、
新

し
い
歴
史
の
ー
ペ
ー
ジ
を
開

い
た
」
こ
と
と
し
た
い
。
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政令指定都市議選当選者数と女性の比率

女 性 の 比 率当 選 者 数立候補 者数

立候補者総数
に対する女性
の当選率(%)

116

全体に占め
る女性の割
合(%)

162

女性

 

計女性

 

計
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降旗あつ子

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
先
月
の

30
日
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行

う

「家
族
政
策
に
関
す
る
記

者
会
見
」
で
、
方
針
を
発
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「出

生
率
を
促
し
、
同
時
に
働
く

母
親
を
支
援
す
る
」
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
左
派
政
権
下
の

基
本
的
精
神
は
、
保
守
政
権

で
も
変
わ
ら
ず
に
貫
か
れ
、

そ
の
政
策
実
現
に
向
け
多
額

の
追
加
予
算
が
組
ま
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「女
駐
は
家
庭
へ
」
と
い

う
一
部
の
保
守
派
政
冶
家
の

意
向
が
、
今
回
全
面
に
出
て

来
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

総合計(改選十非改選)141 158
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瞬繕犠
盗f

女
性
は
増
え
た
が
課
題
は
残
る

03
女
性
と
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
広
島
県
実
行
委
員
会

神
永
れ
い
子

い
う
考
え
方
を
防
く
た
め
、

す
で
に
家
庭
の
収
入
額
に
応

じ
て
、
出
産
及
び
教
育
給
付

金
を
支
給
し
て
い
る
。
新
し

い
政
策
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

4
つ
の
タ
イ
プ
の
給
付
金
を

一
つ
に
ま
と
め
、
結
果
と
し

て
90
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭

に
、
出
産
時
に

一
律
8
0
0

ユ
ー
ロ

(約
10
万
円
)
の
手

当
て
と
、
子
ど
も
が
3
歳
に

な
る
ま
で
、
毎
月
最
低
で
も

1
5
9
ユ

ー

ロ

(約
2
万

円
)
を
給
付
す
る
と
言
う
。

フ
ラ
ン
ス
は
2
人
目
の
子

ど
も
か
ら
、
産
休
後
、
母
親

が
す
ぐ
職
場
復
帰
す
る
か
ど

う
か
を
、
自
由
に
選
択
で
き

る
よ
う
に
、
母
親
か
父
親
が

さ
ら
に
6
カ
月
間
の
休
職
が

申
請
で
き
る
。
こ
の
間
、
月

3
4
0
ユ
ー
ロ
の
休
職
手
当

が
支
給
さ
れ
る
が
、
今
後
は

1
人
目
の
子
ど
も
か
ら
も
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「市民か誇れる街に」と訴える中村 さん

広
島
で
は
県
議
会
議
員
に

3
人
の
女
性
が
当
選
し
ゼ
ロ

議
会
状
態
を
脱
し
た
。
政
令

指
定
市
議
も
3
人
増
え
7
人

に
。
ど
ち
ら
も
過
去
最
多
。

後
半
で
は
、
村
長
に
女
駐

が
再
選
、
町
議
会
で
も
ゼ
ロ

議
会
が
2
減
り
、
5
市
17
町

1
村
の
女
性
議
員
は
6
人
増

え
28
人
に
。
過
去
と
の
比
較

で
は

「大
躍
進
」
だ
。

4
年
前
、
県
議
会
に
70
分

の
ー
し
か
な
か
っ
た
女
陛
議

席
を
失
い
ゼ
ロ
に
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
反
動
と
な
り
、

女
性
グ
ル
ー
プ

・
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
を
続
け
て

き
た
集
約
と
い
え
る
。

参
議
院
50
周
年
記
念
事
業

『女
性
国
会
』
後
、

『女
性

議
会
』
を
各
地
で
催
す
が
、

広
島
で
も
異
な
る
会
の
主
催

で
3
回
開
催
。
政
冶
へ
の
女

性
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
も
約
5
カ
月
単
位
で
3
回

あ
り
、
講
演
会
や
イ
ペ
ン

ト
、
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
県
内
各
地

で
実
施
。
昨
年
は
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
議
員
連
盟
の
夏
A口宿
も

開
催

e
t
c
。

女
性
と
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
昨
春
か
ら
開
始
。
女
性

議
員
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ

と
は
で
き
た
と
思
う
。
が
、

今
回
の
女
性
県
議
は
自
民

・

公
明
党
に
よ
る
も
の
だ
。

自
民
党
は
、
県
議
席
を
確

保
増
強
す
べ
く
女
性
新
人
を

2
人
立
て
、
無
所
属
推
薦
の

形
で
選
挙
を
勝
ち
抜
き
、
女

性
の
分
が
議
席
増
と
な

っ

た
。
ま
た
、
公
明
党
の
女
性

新
人
は
県
議
会
1
、
広
島

・

三
原

⊥
二
次
市
で
各
1
議
席

増
や
し
、
東
広
島
市
で
共
産

現
職
と
入
替
わ
り
、
尾
道
市

で
保
持
し
た
。
今
回
増
え
た

12
議
席
の
3
割
以
上
で
あ

り
、
現
職
も
再
選
し
た
。

そ
の
一
因
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
心
当
た
り
が
あ
る
。

01
年
、
3
月
に
民
主
党
の
菅

直
人
幹
事
長

(当
時
)
ら

が
、
4
月
に
は
公
明
党
の
浜

四
津
敏
子
代
表
代
行
ら
の
国

政
報
告
会

m
福
山
が
あ

っ

た
。
民
主
党
の
方
は

一
般
参

加
な
の
で
あ
ま
り
話
し
も
出

来
ず
、
ク
オ
ー
タ
制
の
チ
ラ

シ
を
手
渡
す
だ
け
に
終
わ
っ

た
が
、
公
明
党
の
方
は
名
刺

交
換
の
場
に
招
待
さ
れ
て
い

た
の
で
、
同
党
県
本
部
の
方

に
も
直
接
、
女
性
議
員
を
増

や
す
必
要
陛
を
訴
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

既
に
共
産
党
は
女
性
議
員

を
最
も
多
く
出
し
、
社
民
党

は
3
割
ク
オ
ー
タ
を
採
用
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

女
性
議
員
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に
は
組
織
の
力
が
抜
群

の
公
明
党
や
、
政
権
奪
取
を

め
ざ
す
民
主
党
が
、
女
性
の

政
治
参
画
に
本
気
に
な
る
こ

と
だ
と
考
え
た
か
ら
だ
。

衆
議
院
補
選
で
当
選
し
た

小
宮
山
洋
子
さ
ん
は
、
民
主

党
の
、

「女
性
の
元
気
で
日

本
を
変
え
た
い
」
と
い
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
代
表
で
も
あ

る
。
保
守
党
に
山
谷
え
り
子

さ
ん
は
移
っ
て
い
っ
た
。
今

後
に
注
目
し
期
待
し
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
広
島
の

投
票
率
は
、
過
去
最
低
か
ら

2
番
目
の
低
さ
だ
。

「女
性

女性議員を増やそうと 広島では様々なソンポンウム

やキ ャンベーノを行った

備

さ
れ
て
い
羨

カ
ト
リ
ッ

涌

ク
系
の
家
整

馨

団
体

備

や
、
反
動
的
な
超
保
守
派
団

体
が
唱
え
て
い
た

「専
業
主

撫

婦
へ
の
給
料
支
給
制
度
」
は

用

 却
下
さ
れ
た
。

政
府
は
、
経
済
的
理
由

で
、
子
ど
も
を
断
念
す
る
と

働 く母親を支援する

⑫保守政権でも貫 く精神

共
働
き
の
親
に
と
っ
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
を
ど
こ
に

預
け
、
い
く
ら
か
か
る
か
はf

重
大
。
い
ま
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
公
認
資
格
保
有
者
の
も

と
に
預
け
る
と
い
う
の
が
、

一
番
好
ま
れ
て
い
る
が
、
公

立
の
託
児
所
よ
り
当
然
経
費

が
か
か
る
。
政
府
は
こ
れ
に

関
し
て
も
、
新
し
い
政
策
の

中
で
、

「経
済
的
な
理
由
で

親
が
そ
の
選
択
を
狭
め
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
、家

庭
の
収
入
に
応
じ
て
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
i
経
費
助
成
金
を
給

付
す
る
と
し
て
い
る
。
ほ
か

に
も
託
児
所
の
新
た
な
開

設
、
時
間
延
長
計
画
が
発
表

さ
れ
た
。
職
業
人
と
母
親
を

両
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
女
駐

に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
か

な
り
理
想
の
国
で
あ
ろ
う
。

実
際
出
生
率
は
上
昇
中
で
、

女
性
1
人
に
対
し
て
子
ど
も

が
ー

・
9
人
と
い
う
数
字
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
次
い
で
高
い
。
ま

た
、
2
0
0
0
年
の
統
計
で

は
、
3
歳
以
下
の
子
ど
も
が

い
る
母
親
の
約
80
パ
ー
セ
ン

ト
が
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

「フ
ラ
ン
ス
の
社
会
で

は
、
子
ど
も
を
預
け
て
働
く

こ
と
に
、
女
陛
は
少
し
も
負

い
目
を
感
じ
な
い
。
ド
イ
ツ

と
違
う
わ
ね
」
と
友
人
の
ド

イ
ツ
人
女
性
は
言
い
、

「ス

ハ
ラ
シ
イ
こ
と
だ
け
ど
実
際

彼
女
た
ち
の
日
常
は
大
変

よ
」
と
付
け
加
え
た
。
至
れ

り
尽
く
せ
り
の
政
府
の
助
成

策
で
、
母
親
は
ハ
ッ
ピ
ー
と

言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
家

庭
に
戻
れ
ば
家
事

・
育
児
の

ほ
と
ん
ど
を
ま
だ
ま
だ
女
性

が
担
っ
て
い
る
と
い
う
の
が

現
実
。

「

(こ
の
ま
ま
だ

っ
た
ら
)
出
生
率
は
伸
び
て

も
、
離
婚
率
も
増
え
つ
づ
け

る
わ
ね
」
と
言
う
。

彼
女
の
推
測
に
は
、
フ
ラ

ン
ス
社
会
が
こ
れ
か
ら
さ
ら

に
成
熟
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
向
が
、
示
唆
さ

れ
て
い
る
気
が
す
る
。

な
ら
誰
で
も
い
い
の
か
9
」

と
い
う
不
安
と
疑
念
を
払
拭

し
き
れ
ず
、
変
革
へ
の
共
感

の
輪
を
未
投
票
層
に
広
げ
ら

れ
な
か
っ
た
。
既
成
組
織
の

な
い
市
民

・
女
性
候
補
は
、

残
念
な
結
果
に
な

っ
た
。

候
補
者

一
人

一
人
の
人
間

的
魅
力

・
資
質
向
上
と
共

に
、
女
性
を
含
め
て
有
権
者

全
体
の
政
治
意
識
高
揚
を
図

れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

こ
う
。
た
と
え
、
戦
争
を
で
き
る

国
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、

す
る
国
に
し
な
い
た
め
に
。

『夏
も
近
づ
く
八
十
八

夜

野
に
も
山
に
も
若
葉

が
茂
る

』

八
十
八
夜
が
過
ぎ
、
初

夏
と
も
な
る
と
、
自
然
界

は
ま
ば
ゆ
い
緑

一
色
と
な

り
ま
す
。

先
頃
ま
で
は
、
春
燗

漫
、
山
野
の
い
た
る
と
こ

ろ
が
、
桜
を
中
心
と
し
た

花
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
花
を
楽
し
ん
だ
季
節

も
終
わ
り
、
立
夏
を
迎
え

て
舞
台
は
緑
に
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
間
の
月
平
均
の
気

温
を
対
比
し
て
み
ま
す

と
、
立
春
の
月
で
あ
る
2

月
の
平
均
気
温
が
4
・
3

●

●

℃
、
3
月
が
7
・
5
℃
、

4
月
が
13

・
2
℃
、
5
月

が
17

・
9
℃
と
、
わ
ず
か

3
カ
月
の
間
に
13
℃
も
上

昇
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
新
緑
ま
ぶ

し
い
初
夏
の
葉
が
持
つ
魅

力
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。
緑
の
葉

は
、
心
に
潤
い
と
精
神
的

な
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
美
し
い
輝
き

と
色
調
の
変
化
は
、
実
に

魅
力
的
。
色
調
は
そ
れ
ぞ

れ
の
種
に
よ

っ
て
異
な

り
、
日
々
変
化
す
る
現
象

は
神
秘
的
で
す
ら
あ
り
ま

す
。ま
た
、譲
り
葉
現
象
(新

し
い
葉
を
と
と
の
え
て
か

ら
、
入
れ
替
わ
っ
て
古
い

葉
が
落
ち
る
現
象
)
は
あ

ら
ゆ
る
生
命
の
営
み
に
通

じ
る
魅
力
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
現
象
が

顕
著
な
植
物
に
、
そ
の
名

も
ず
ば
り
の

「ユ
ズ
リ

ハ
」
と
い
う
植
物
が
あ
り

ま
す
。
今
、
ヌ
エ
ッ
ク
で
は
、

生
命
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
緑

の
葉
が
、
あ
た
り

一
面
を

覆
い
尽
く
し
て
い
ま
す
。

そ
よ
風
の
木
の
葉
の
演
奏

を
橋
の
上
で
聞
き
入
っ
た

り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
で

初
夏
の
花
木

「
ハ
ク
ウ
ン

ボ
ク
」
や

「ユ
リ
ノ
キ
」

な
ど
の
花
を
見
つ
け
て
み

室

岩

.
囎

も
楽
し
い
で
し
.

9
驚
2
φ
畿
樫
と

鑑

「生命 の魅力」あふれる

「ユス リハ」が見頃です

麟幽塑

"

隔

職憩
磯

磁

・

　鍵

鯉

花鰭
鞍
髪

し
て
く
だ
さ
い
。(樹
木
医
)

轟'樗
認

初夏の池

独 立 行政 法人

国 立女 性教 育 会館(ヌ エ ック)

〒355-0292埼 玉 県 比企 郡

嵐 山 町大 字菅 谷728番 地

憾0493・62・6711(代)
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市
川
房
枝
政
治
参
画
セ
ン

タ
ー
で
は
2
0
0
3
年
度
の

「市
川
房
枝
政
治
参
画
セ
ン

タ
ー
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。
こ
の
参
画
セ
ン
タ

ー
は
、
開
設
以
来
10
年
目
。

地
方
議
会
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
と
思
う
人
の
実
践

講
座
と
し
て
定
評
が
あ
り
、

今
回
の
地
方
選
に
は
、
昨
年

度
の
在
籍
者
68
人
中
34
人
が

立
候
補
、
27
人
が
当
選
し
て

い
る
。

午
後
と
金
曜
日
の
全
日
の
2

A
コ
ー
ス
、
B
コ
ー
ス
に

日
間
で
年
間
8
回
9
万
6
0

わ
か
れ
、
A
コ
ー
ス
は
選
挙

0
0
円
。
B
コ
ー
ス
は
5
月

市
川
房
枝

政
治
参
画

セ
ン
タ
ー

集募

チ

ャ

レ

ン

ジ

実
践
講
座

運
動
の
経
験
が
全
く
な
い

か
ら
2
月
ま
で
、
金
曜
日
の

人
。
A
コ
ー
ス
は
5
月
か
ら

午
後
と
土
曜
日
の
全
日
の
2

来
年
2
月
ま
で
、
木
曜
日
の

日
間
で
年
間
5
回
で
6
万

円
。
場
所
は
と
も
に
婦
選
会

館

(新
宿
駅
7
分
)。

今
回
は
、
A
B
コ
…
ス
合

同
で
第
1
回
講
義
を

「第
15

回
統

一
地
方
選
挙
フ
ォ
⊥
フ

ム
」
と
す
る
。
今
回
の
地
方

選
挙
の
結
果
を
分
析
、
自
治

と
地
方
分
権
時
代
の
女
性
の

政
治
参
画
の
方
向
を
確
認
す

る
。
5
月
30
日

(金
)
13
時

30
分
か
ら
開
始
。
選
挙
結
果

の
分
析

久
保
公
子

(市
川

房
枝
記
念
会
)、
「地
方
選
挙

に
み
る

"市
民
"
の
政
治
参

画
」
篠
原

一
(東
大
名
誉
教

授
)。31
日
は
分
科
会
で
討

議
。
最
後
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「レ
ッ
ツ

チ
ャ
レ
ン
・ソ
ー

地
方
政
治
の
改
革
」
大
海
篤

子

(立
教
大
講
師
)、国
広
陽

子

(武
蔵
大
教
授
)、広
岡
守

穂

(中
央
大
教
授
)、山
口
み

つ
子

(市
川
房
枝
記
念
会
常

務
理
事
)

◆
労
働
法
セ
ミ
ナ
ー

18
時
30
分

27
日
因
、
29

日
困
と
も

台
東
区
役
所
10

F
会
議
室

(上
野
駅
5
分
)

黒
岩
容
子

(弁
護
士
)

「働
く
と
き
・
雇
う
と
き
の

ル
ー
ル
H
～
労
働
契
約
の
終

了
・
退
職
」
他

無
料

申

込
み
・
問
合
せ

都
亀
戸
労

政
事
務
所
容
03
・
3
6
8
2

・
6
3
2
1

◆
国
連
人
権
委
・
ソ
ウ
ル

ー
L
O
国
際
シ
ン
ポ
・
「慰

安
婦
」
ア
ジ
ア
連
帯
会
議
合

同
報
告
会

19
時

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
市
民
括
動
推
進
セ
ン
タ
ー

(飯
田
橋
)

前
田
朗

(東

京
造
形
大
教
授
)、宋
恵
淑

(在
日
朝
鮮
人
人
権
協
会
)、

矢
野
秀
喜

(強
連
行
・
企
業

責
任
追
及
裁
判
全
国
ネ
ッ

ト
)、鈴
木
裕
子

(女
性
史
研

究
会
)

5
0
0
円

主
催

日
本
軍

「慰
安
婦
」
・
強

制
労
働
国
連
N
G
O
連
絡
会

低
03
・
3
2
3
7
・
0
2

1
7◆

循
環
型
・
共
同
参
画
型

社
会
を
目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
あ
り
方

13
時
30
分

日
本
女
子
大

学
桜
楓
2
号
館

(J
R
・
目

白
駅
か
ら
ハ
ス
)

「現
代

の
子
ど
も
の
家
庭
生
括
に
つ

い
て
の
全
国
調
査
よ
り
」
牧

野
カ
ツ
コ

(お
茶
の
水
女
子

大
)、
「ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

世
代
間
較
差
」
宮
本
み
ち
子

(千
葉
大
)
他

主
催
・
日

本
学
術
会
議
家
政
学
研
究
連

絡
委
員
会

◆
S
T
O
P
-
有
事
法
制

5
・
23
大
集
会

18
時
30
分

東
京
・
明
治

公
園

集
会
後
・
テ
モ

よ

び
か
け

小
田
実
他

問
合

せ

唇
03
・
3
7
4
2
・
9

3
5
9

(航
空
安
全
会
)

夫
。
菊
田
幸

一
(明
大
教

授
)、山
内
敏
弘

(
一橋
大
名

誉
教
授
)、石
塚
伸

一
(龍
谷

大
教
授
)
他

無
料

主
催

日
本
弁
護
士
連
合

◆

「サ
一フ
金
C
M
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」

13
時
30
分

出
版
労
連
会

議
室

(御
茶
ノ
水
駅
5
分
)

講
演
・
宇
都
宮
健
児

(弁

護
士
)

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン

宇
都
宮
健
児
、
中
野
赫

子

(全
国
サ
ラ
金
問
題
対
策

協
幹
事
)、民
放
、
広
告
令
社

勤
務
者

5
0
0
円

主
催

広
告
市
民
の
会
哲
03
・
3

5
4
5
・
6
2
7
9

◆
D
V
を
止
め
た
い
男
性

の
た
め
の
暴
力
克
服
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

ー9
時
～
25
日
㈲
17
時
ま
で

オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー

(小
田
急

・
参
宮
橋
駅
7
分
)

草
柳

和
之

(早
大
講
師
)、山
本
倫

子
、
向
後
善
之

(帝
京
大
講

師
)

1
万
1

0
0
0
円

要

予
約

問
合
せ

メ
ン
タ
ル
・

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
憾
03

・
3

9
9
3

・
6
1

4
7

込
み

お
茶
の
水
女
子
大
ジ

ェ
ン
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
容

03
・
5
9
7
8
・
5
8
4
6

◆
水
俣
病
を
学
ぶ
意
味
～

2
0
0
4
年
春

『水
俣
・
札

幌
展
』
へ
向
け
て

18
時
30
分

環
境
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

(札
幌
市
北

区
)

実
川
悠
太

(水
俣
フ

ォ
⊥
フ
ム
事
務
局
長
)

5

0
0
円

主
催

働
北
海
道

環
境
財
団

申
込
み
・
問
合

せ

北
海
道
環
境
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
且
0
1
1
・
7
0

7
・
9
0
2
5

◆
す
ず
か
け
大
学

10
時

10
月
10
日
囲
ま
で

全
12
回

す
み
だ
女
性
セ
ン

タ
ー

(京
成
・
押
上
駅
)

男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
め

ざ
し
決
定
の
場
へ
積
極
的
参

加
を

申
込
み

往
復
は
が

き

問
合
せ

同
所
低
03
・

5
8
0
8
・
1
7
7
1

お
し
ら
せ

◆
死
刑
執
行
停
止
法
案

12
時
30
分

日
弁
連
会
館

2
階
ク
レ
オ

(地
・
躍
ケ
関

駅
1
b
出
口
す
く
)

テ
レ

ビ
映
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「死
刑
廃
止
を
推
進
す
る
議

員
連
盟
の
死
刑
執
行
停
止
法

案
を
考
え
る
」

議
員
連
盟

"
亀
井
静
香
、
濱
四
津
敏

子
、
金
田
誠
一
、
木
島
日
出

夫
、
保
坂
展
人
、
山
花
郁

◆
暴
力
を
体
験
し
た
女
性

の
た
め
に

痛
み
を
ケ
ア
す

る
わ
た
し
の
時
間

14
時

6
月
24
日
因
、
7

月
22
日
σ℃
全
3
回

横
浜
女

性
フ
ォ
⊥

フ
ム

浅
葉
和
子

(
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
)

1
5
0
0
円

申
込
み

同

所

面
0
4
5

・
8
6
2

・
5

0
5
2

◆
日

本

文

化

史

と
〈
家

〉
、
〈
子
〉

ン
エ
ン
タ
ー

18
時
10
分

立
教
大
学
池

袋
キ
ャ
ン
パ
ス
7
号
館

小

嶋
菜
温
子

(立
教
大
教
授
)

無
料

主
催

立
教
大
学

ソ
ェ
ン
タ
ー
フ
ォ
⊥

フ
ム
"

03

・
3
9
8
5

。
2
3
0
7

◆
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ソ

エ
ン
ダ
ー
/
セ
ク
ン
ユ
ア
リ

テ
ィ
理
論
と
政
治
の
諸
課
題

18
時
30
分

6
月
4
日

伽
、
18
日
困
、
27
日
㈹
、
7

月
4
日
働
全
5
回

お
茶
の

水
女
子
大
理
学
部
3
号
会
議

室

何
春
薙

(台
湾
国
立
中

央
大
教
授
)

問
合
せ

申

騨 、

oo

 

◆
も
っ
と
知
り
た
い
l
N

P
O18

時
30
分

千
代
田
区
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
M
I

W

(J
R

・
秋

葉

原

駅
7

分
)

千
代
田
N
P
O
調
査

隊
の
活
動
報
告

ゲ
ス
ト

・

福
井
真
紀
子
、
天
野
良
美
、

菅
山
知
恵

(
明
大
経
営
学
部

ア
ー

バ
ン

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

実
行
委
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
)

申
込
み

M
I
W
君
03

・
5

8
2
3

・
0
7
7
2

◆
安
全
で
安
心
で
き
る
生

活
の
た
め
の
連
続
講
座

18
時
30
分

6
月
27

日

圃
、
7
月
25
日
陶
、
8
月
29

日
團
全
4
回

ア

イ

リ

ス

(
渋
谷
駅
東
口
5
分
)

「食

べ
物
は
今
ど
う
な

っ
て
い
る

の
9
」
天
笠
啓
祐

(
遺
伝
～

組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
代
表
)
、
吉
村
宗

夫

(雪
印
食
品

一
般
労
組
)

1
0
0
0
円

主
催

・
間

合
せ

ふ

λ
み
ん
"
03

・
3

4
0
2

・
3
2
3
8

◆
自
由
人
権
協
会
総
会

記
念
講
演

「ア
ン
ア
共
同
の

家
と
日
本
の
在
り
方
」

13
時
30
分

蔵
前
工
業
会

館

(
新
橋
駅
銀
座
ロ
ー
分
)

姜
尚
中

(
東
大
教
授
)、
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

・
田
中
宏

(龍
谷
大
教
授
)

主
催

自
由
人
権
協
会
慰
03

・
3
4

3
7

・
5
4
6
6

◆
ノ
ー
モ
ア
少
国
民
-
変

え
た
ら
キ
ケ
ン
ー
教
育
基
本

法
18
時
30
分

武
蔵
野
公
会

堂
ホ
ー
ル

(
J
R

・
吉
祥
寺

駅
公
園
ロ
ー
分
)

藤
田
英

典

(東
大
教
授
)

主
催

子
ど
も
と
教
科
書
多
摩
ネ

ッ

ト
21

連
絡

容
0
4
2

・

5
7
3

・
2
7
2
8
佐
々
木

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ィ
ー
ク

エ
ン
ド

m
大
阪

31
日
田
、
6
月
1
日
働
両

日

大
阪
府
下
の
公
共
設
備

(参
加
者
に
直
接
通
知
)

参
加
者
11
既
成
の
家
族
の
あ

り
よ
う
に
疑
問
を
持

つ
人
、

ヘ
テ
ロ
セ
ク

ソ
ヤ
ル
で
な
い

女
性

参
加
費
1

5
0
0
円

(他
に

食

事

・
宿

泊

代

等
、
最
高
で
6
5

5
0
円
)

主
催

レ
ズ
ビ
ア
ン

・

マ
ザ
ー
関
西

問

合
せ

・
申
し
込
み

E
メ
ー
ル

昌
年
「
帥
コ
鎚
「
鶴
r
O
一
ア
O
(
妙
∋

餌
=

σQ
O
O

昌
0
」
で

◆
日
曜
ク
ラ
ブ
懇
談
会
～

ス
ラ
イ
ド
&
卜
ー
ク

ー5
時

早

稲

田

奉
仕

園

(
地

・
早
稲
田
駅
6
分
)

「
紛
争
地
で
出
会

っ
た
人
び

と
～
ア
フ
ガ
ン
、
コ
ソ
ポ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
～
」
長
倉
洋
海

(
フ
ォ
ト

・
ソ
ヤ
ー
ナ
リ
ス

ト
)

1
5
0
0
円

主
催

・
問
合
せ

日
曜
ク
ラ

フ
"

03

。
3
2
0
3

・
9
7
8
2

a
矧
司
日
劃

◆
知

っ
て
ま
す
か

自
分

の
か
ら
だ

・
こ
こ
ろ
～

ロ
ー

ハ
は

一
日
に
し
て
成
ら
ず

す
べ
て
の
道
は

ロ
ー

バ
に
通

ず
13
時
30
分

主
婦
会
館
プ

ラ
ザ
エ
フ
4
F

(J
R

・
四

ツ
谷
駅
前
)

堀
口
雅
子
(
医

師
)

無
料

問
合
せ

主

婦
連
慰
03

・
3
2
6
5

・
8

1
2
16

月
61
馴
剣

◆
エ
リ
ザ

ベ
ス

・
ク
レ
ア

リ
ー
さ
ん
の
感
情
の
ワ
ー
ク

ン
ヨ
ッ
プ

不
安

・
怒
り
の

対
処
法

10
時
～
16
時

7
日
出
、

8
日
㈲
と
も
全
3
回

ド
ー

ン
セ
ン
タ
ー

(
地

・
天
満
橋

駅
5
分
)

エ
リ
ザ
ベ
ス

・

ク
レ
ア
リ
ー
(
『親
と
子
ど
も

の
感
情
B
O
O
K
』
著
者
)

2
万
5
0
0
0
円

申
込

み

5
月
25
日
㈹
ま
で
"
0

7

9
7

・
71

・
0

8
1
0

へ
。
入
金
確
認
で
受
付
完
了

主
催

女
性
と
子
ど
も
の

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
関
西

◆
女
性
の
た
め
の
再
就
職

セ
ミ
ナ
ー
～
自
分
を
生
か
す

仕
事
に
出
会
う
に
は
?

10
時
30
分

13
日
圃
、
19

日
困
と
も

さ
わ
や
か
ち
ば

県

民
プ
ラ

ザ

白
木

憲

一

郎
、
鈴
木
義
久

(
21
世
紀
職

業
財
団
千
葉
事
務
所
)
、長
井

和
子

(
ア
イ
ム
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
レ
ッ
ソ
校
長
)

申
込
み

同
セ
ン
タ
ー
哲
04

・
7
1

4
0

・
8
6
0
2

6
月
24
日
型

◆
平
成
15
年
度
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

の
全
国
会
議

13
時
30
分

東
京
厚
生
年

金
会
館

(
地

・
新
宿
御
苑
前

駅
5
分
)

基
調
講
演

・
福

原
義

春

(資

生
堂

名
誉
会

長
)
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「男
員

共
同
参
画
を
考
え
る
～
変
わ

っ
た
国

変
わ
ら
な
い
国

20
年
の
変
化
」
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

・
奥
山
明
良

(成
城

大
教
授
)
、パ
ネ
リ
ス
ト

・
袖

井
孝
子

(
お
茶
の
水
女
子
大

教
授
)、
目
黒
依
子

(
上
智
大

教
授
)、
柳
赫
秀

(横
浜
国
大

教
授
)

要
申
込
み

(往
復

は
が
き
)

申
込
み

・
問
合

せ

内
閣
府
男
女
共
同
参
画

局
推
進
課
全
国
会
議
参
加
申

込
係
"
03

・
5
2
3

・
2
1

1
1

(
内
8
3
7
1
5
)

◆
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

m
ヌ
エ
ッ
ク

29
日
伯
ま
で
1
泊
2
日

ヌ
エ
ッ
ク
国
立
女
性
教
育
会

館

(東
武
東
上

・
武
蔵
嵐
山

駅
20
分
)

テ
ー
マ

「子
育

て
で
、
人
が
つ
な
が
り
、
育

ち
、
地
域
が
変
わ
る
」

ン

ン
ポ

ソ
ウ
ム

「子
育
て
ネ
ソ

ト
ワ
ー
ク
が
切
り
拓
く
可
能

性
」
、分
科
会
、
ワ
ー
ク
ソ
ヨ

ッ
プ
他

申
込
み

5
月
26

日
卿
ま
で
に
所
定
の
申
込
み

用
紙
で

問
合
せ

同
所
憾

0
4
9
3
・62
・6
7
1
1
㈹
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気
軽
に
い
け
る
場
所
に

「
円
窓
の
あ
る
部
屋
」
も
再
現

日
本
女
性

史
の
中
で
も
と
　

ら

、
ら
い
て

う
の
資
料
室
を

り
わ
け
有
名
な
平
塚
ら
い
て
　

ど
こ

か
の

文
学
館
の
中
に
で

う

は
、
不

思

議

な
こ

と

だ
　

も
作
れ
な
い

か
と
い
う
声
は

が
、
記
念
館
（
資
料
館
）

が
　

強
か
っ
た

が
、
実
現
せ
ず
、

無

い

人
で

あ

る
。
以

前

か
　

茅
ヶ
崎
に

記
念
碑
が
あ
る
のの ら い て う晩 年

み
た
。
記

念
館

が
あ
れ
ば
、

当
然
陳
列

さ
れ
る
ら
い
て

う

ゆ
か
り
の
品
も

、
日

本
女
子

大

が
好
意
で
保
管
し
て
い

る

と
い
う
状
況
。

だ
が
こ
の
ほ
ど

、
長
野
県

真
田
町
に

、
ら
い
て

う
の
記

念
施
設
を
つ
く
る
こ
と

が
決

定
し
た
。

こ
れ
は
真
田
町
の
四
阿

山

を
の
で

廿
山
林
の

Ｉ
角
に

あ

る
土
地
气

ら
い
て
う

が
生

前
購
入
し
て

い
た
土
地

。
遺

族
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人

早

塚
ら
い
て

う
の
会
」
に
寄
付

さ
れ
、
匸
の
上
地
を
記
念
施

設
に

使
う
こ

と
に
な
っ
た
。

５

月
2
4囗
（
ら
い
て

う
の

祥
月
命
日

）
に
開
催
さ
れ
る

「
ら
い
て

う
忌
」
言

時
3
0分

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ス

ブ
ラ

ザ

ホ
ー
ル

）
で

、
建
設
プ
ロ
ジ

日
本
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

デ
ニ
ス

ー
ク
シ
ニ
ッ
チ
氏
を
応
援

世
界
中
か
ら

巻
き
起
匸

っ
　

り
し
匸

い
る
人
屯
多
い
の
で

だ
反

戦
の
圉
に

、
耳

を
傾
け
　

は
。
だ
が
、
絶
対
に
あ
き
ら

な
か

っ
た
ア
メ
リ

カ
・
ブ
ヨ
　

め
な
い
と
、
「

ブ
ロ
ー
ペ
ル

シ
ュ

政
権

。
平
和

運
動
は

無
　

・
ビ

ー

ズ
・

午

ヤ
ン

ペ

ー

耿
だ

っ
た
の
か
と

、
か
っ
か
　

∠

で

は
、
ア
メ
リ
カ
に
平

よ りｗ ｗ ｗ ．ｋ ｕ ｃｉｎ ｉｃｈ ．ｕ ｓ ／チ 議 員ク シ ニ ッ

和
の
大

統
領
を
！

の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

運
動
を
貽
め
た
。

罔
午

ヤ
ノ
ベ
ー
ン
の
き
く

ち

ゅ

み

さ

ん

千

葉

県

在

院
。
９

・
し
事
件
直
後
、
報

告

万

万

平
和
の

話
し

特
卜

を
の
意

見
広
告
を
出
そ
う
と

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で

呼
び
か

け

、
『
ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク
タ
イ

ム
ス
』
匚
ム

告
を
出
す
こ
と

を
成
功

さ
せ
た

）
は
、
ア

メ

リ
カ
人
統

領
選
挙
匚

デ
ニ
ス

ー
ク

ビ

匸

チ
（

郛
覬
、
オ

「

イ
オ
州

選
出
民

上
党
下

院

黄

白

四
よ

う
な
人
を
人
統

領
に
し
た

卜
と
か
り

臨

言

匸
い
た

が
ブ

」
の
ほ

ど
ク
シ

ーつ

チ
氏
か
立

候
補
し
た

匸

エ
ク
ト
チ
ー
ム
の
米
田

佐
代

子
さ
ん
か
ら
発
表
さ
れ
る
構

想
に
よ
る
と
、
場
所
も
便
利

と
は
い

え
な
い
と
こ
ろ
な
の

で

、
記
念
館
と
い
う
よ
り
「
ら

い
て

う
の
家
」
と
い

っ
た
感

じ
の

、
誰
で

も
が
気
軽
に
訪

ね
て
い

け
る
場
所
に
す
る
。

山
荘
風
の

建
物
に
し
、
ら
い

て

う
の

書
斎
「
円
窓
の
あ
る

部
屋
」

も
再
現
す
る
。
真
田

町
や
近

く
の

上
田
市
の
観
光

な

ど
と

組
み
合
わ
せ
て

訪
れ

る
の
も
よ

く
、
あ
る
い

は
バ

ー
ド
ウ
オ

ヨ
チ
ン

グ
、
野
草

採

集

を

し

て

も

よ

い
。

「
家
」
の
集
会
室
で
ら
い
て

う

や

女

性

問

題

を
語

旻

口

い

、
少
人
数
な
ら
そ
匸
で
泊

ま
る
こ

と
も
可
能
な

、
「
学

び
」

と

「
や
す
ら

ぎ
」
の
煬

に
し

た
い

と
い
う
。

２
０
０
６

年
完
成
を
め

ざ

し
５
０
０
０
万

円
を
目
標
に

募
金

を
行

う

が
、「
家
」
の

設

計
や

使
い

方
は
で

き
る
だ
け

多
く
の

希
望
を
と
り
い
れ
、

性
急
に

設
計
を
考
え
ず
、
知

恵
を
集
め
て

良
い

も
の
を
つ

く
り
た
い
と
い

う
。

建
設

主
体
は
既
存
の

「
ら

い
て

う
の

会
」

と
は
別
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ

を
つ
く
り

、
寄
付
金
の

所
得
控
除

が
可

能
な
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を

作
る
予

定
。

問
い

合
わ
せ
・・・

毋

塚
ら

い
て

う
の
会
」
｛
Ｊ
闘
・
３
４

０

工

・
６
３
８
３

長
野
県
真
田
町
に
0
6年
完
成
目
指
す

と

を
聞
弌

奇
跡
が
起
こ

っ

た

、
日

本
か
ら

も
応
援
し
た

い
と
考
え
た
と
い

う
。

さ
く
ら

さ
ん

は
、
「
今
度

の
イ
ラ

ク
戦
争
で

、
ア

メ
リ

カ

が
勝
手
に

他
国
を
テ

ロ
国

家
と
き
め
つ
け

攻
撃
、
人
々

が
殺
さ
れ
る

事
態
を
見
だ
。

そ
れ
に

、
日

本
の

政
策
白
永

出
町
で

な

く
ホ
ワ
イ
ト
（

ウ

ス
匸
決
め
ら
九
匸
い

る
。
な

ら

ば
、
垉

球
上
の

す
べ
匸

の

∧
か
ア
メ
リ
カ
人

統
領
を
選

余
化
利
か

あ
る
と

思
っ
匸

と
い

う
。
そ
し

匸

ノ

ノ

ン

ユ
仄
か
目
選

す
る
と

、
牧
争

の
継
続
け
必

彭

べ

ゲ
ロ
ー

バ
リ
ヤ

ー
レ

ヨ
ン
は
加

迪
し

言

触

半

は
拡
大

、
環

境
は

さ
ら
に
悪
化
す
る
と

言
つ
」

と
卜
う
。

ブ

ビ
ニ

四
千

さ
ん
は
2
3
歳

で

巾

誡
ご
当
選

、
3
!歳
匸

ク
一一 一 一一 一一一－ － - 一 一

リ
ー

ブ
ラ
ン

ド
串
長
、
囲
年

か
ら
下
院
議

員
。
政
策
と
し

气

「
原
発
の
撤

廃
」「
ア

メ
リ

カ
が
率
先
し
て

核
兵

器
・
大

量
破
壊
兵
器
を

廃
止

「
平
和

宵

の

創
設
」

を

あ

げ

て

い

る
。
彼
の
政
策
匚
共

鴫
す
る

ア
メ
リ
カ
の
平
和
運
動
の

陣

言

匸
、
支
え
よ

う
と
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

が
蚰
よ

っ
て

卜
る

。

行
体
的
運
動
と
し
了

口
も

し
、
ア
メ

リ

カ
匸

あ
な

た
俯

友
人
か
い
九
は
ク
シ
ニ

ッ
チ

ツ

」
と
を
⑤

几
る
（
ア

メ
リ

カ
ハ
で

も
谷
四
こ
と

を
坤
ら

な
い
人
万
多
卜
）
２
口
木
匸

ク

ピ

ド
≠

①

首

ッ
ビ
圉

恆

す

る
ス

ポ

ン
サ

ー
匚

参
川

匸

口
！

万
円
で
募
失

川

版

大

本

を
川
皿

受

け

耿

言

プ

ズ
リ
カ
大
統
①

京
子

以

外
尚
人
の
寄
付
が
禁
止
さ

九
て
い

る
の
で

、
匸
の
方
法

で

合
法
的
服

応
援
す
る

。
な

お

、
ア

メ
リ
カ
人
統
頻

京
・六

指
多
レ
ー
ス
匚

毀
る
匸

ば
り一

03 料

「

古

書

発

見

」

女
た
ち
の
本
を
追
っ
て

久
保
覚
著

こ
れ
は

、
宝
石

箱
の
よ
う

な
本
で

あ
る

。
読
廿

ほ
ど
に

光
を
帯

び
て

く
る
女

た
ち
の

本
が
、

ぎ
っ
し
り
つ

よ
っ
て

い
る
の
だ
。

本
書
は
月
刊

紙
『
本
の
花

束
』（
生
活
ク
ラ

ブ
生
活
連
合

会
発
行
）
に

、
工
９
９
Ｔ

年

か
ら
工

９
９

８

年
に
か

け
て

連
載
さ
れ
た
故

・
久
保
覚
さ

ん
の
文
章
を

『
本
の

花
東
』

の
当
時
の
編

集
者
が
圭

と
め

た
も
の
だ
。

谷
水

が
連
載
で
紹

介
す
る

た
め
に
選
ん
だ

本
は

「
で

き

る

だ
け
埋
も
れ
て

い
た
气

忘

れ
ら
れ
匸
い
た

り
、
片
隅

に

追
い

や
ら
れ
て

い
て

、
し

か
し

、
意
味
が
あ
る
だ
ろ

う

杰

に
し

ば

ら

れ

匸

い

る

か

、
例
外
で

あ
る

石
牟
礼
道

子

著
『
苦
海
浄
土
－

わ
が
水

俣
蝪
』
で

は
、
「
安
易
な
言

葉
の

使
用

が
一
つ
ち

な
い

」

す

ご
さ
に

触
れ
て
い

る
。

冒

頭
の

本
は
マ
ル

ガ
レ

ー

テ

ー
ブ

ト

バ
ー
‥‥
ノ

イ

マ

ン
著

『
第
三
の
平

和
』
で

、

ソ
連
と
ナ
チ
ス
両

方
の

強
制

収
容
所
を

生
き
抜
い
た

体
験

を
綴

っ
た
も
の
で

あ
る
。
決

し
て
絶
望
せ

ず
、
自
分
を
韭

げ
な
い
女
性
の

創
造
者
や

社

会
活
動
家

⊇

イ
チ

ェ
ル

ー

カ
ー
ソ
ン
や
ロ
ー

ザ

ー
ル

ク

セ
ン

ブ
ル

グ
、
秋
元
松
代

や

伊
藤
ル

イ
ら
）
。
5
0人

を
越
え

る
著
作
の
中
に
、
本
紙
の
関

千
枝
子
さ
ん
の

『
匸
の
国
は

恐
ろ
し
い
国
Ｉ

も

う
一
つ
の

老
後
』
も
入

っ
て
い
る
。

著

者

は

「
初

め

て

読

ん

だ

時

の
、
身
の
震
え
る
よ

う
な

驚

竺

を
述

べ
、
卜
圭
匸
そ

読

み
返
す
意
味
の
あ
る
工
冊
匚

あ
げ
て
卜
る
。

「

愛

と

怒

り

闘

う

勇

気

」

女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

い
の
ち
の
記
録

松
井
や
よ
り
著

吃
対
や
よ
Ｉ、り

ム

……
…
い̈……
…
…

乱
一
…

…
…
…一
　
卜

鍵
蒜
乱

慴
前

作

昨
年
匸
川
万
Ａ

の
こ

の
分

つ
た
の

は
岫
後
の
寸
日

聞
だ

け
と

と
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句
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が
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あ
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、
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。
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。
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ツ
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独
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